
血液透析を行うのに必要なものは、①水、②電気、③医療材料になります。
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災害時の透析について

災害時に透析に必要なものはどうなるか︖

今回の技士通信を担当させて頂きますのは、

上大岡仁正クリニック臨床工学課の斎藤です。よろしくお願いします。

今回は災害時の透析についてお話させていただきます。万が一の災害時に皆様

がご不安に思っているであろうことを臨床工学技士の立場からご説明します。

大規模災害の場合には、ライ
フライン、物流ともに復旧ま
でに長時間を要することが予
想されるため、被災地での血
液透析は困難になると思われ
ます。その際は、透析治療が
可能な地域への避難が必要に
なってきます。

水は、1透析当たり１人平均 150L

程度の水を使用しています。（お

およそ浴槽 1杯分になります。）

①水 清浄化された RO 水

災害時は…▶
災害時の規模や状態によって断水するリス

クがあります。断水すると当然１人 150L

以上の水を必要とする血液透析は行えない

状態になってしまいます。

災害時は…▶
災害時の規模や状態によって停電するリ

スクがあります。停電すると透析装置そ

のものが動かないため透析はできません。

（バッテリー運転による返血は可能です。）

災害時は…▶
被害が製造元や交通機関にまで及んでしま

うと医療材料の確保が難しくなってしまい

ます。しかし、当院は自社倉庫を持ってお

りストックがあります。ですが、長期的な

確保は難しいのが現状です。

電気は 1ヶ月透析を行うのに一般

的な家庭の月の電気と同等の使用量

が必要になります。

②電気
医療材料とは、透析を行う上で

必要な針や回路やダイアライザ

などです。

③医療材料 針・消毒・ダイアライザ・透析回路等



透析施設における非常電源・貯水槽について

まとめ

災害対策として皆様が日ごろからできること当院の災害に対する取り組み

看護師への指導する様子

当院では定期的に職員に対する様々な災害訓練を実施し
ています。
写真では災害停電を想定した
生理食塩水返血の訓練を行っ
ています。

皆様気になるのが、非常電源や貯水槽の有無だと思いますので、
ご説明させていただきます︕

①透析装置そのものに緊急返血用の非常用バッテリーは搭載し
ていますが、院内に非常電源は持ち合わせておりません。何故
なら血液透析治療には、多くの電力を必要とするため、非常電
源を使用しての治療継続は難しいのが実情です。

②貯水槽は当院にご用意がございます。一時的な断水に対する
対応は十分にできますが、長時間断水中に治療を継続すること
は難しい状態です。

いかがでしたでしょうか、災害時の不安は解消されましたか︖少
しでも解消していただけたなら幸いです。
今回は ME（臨床工学技士）としての視点で水や電気など設備を
中心にお話しさせていただきましたが、そのほかにも避難場所や
避難経路、災害時の連絡手段など、患者様が知っておかなければ
ならないことはまだまだあります。これを機に災害への意識を高
めていただけたらと思います。

※日本透析医学会 HP より引用

最後まで読んでいただきありがとうございました。
次回の ME 通信にご期待ください♪

左記のような日頃からでき
る対策を知っている知って
いないでは災害時に大きく
変わってくるので、これを
機に是非覚えていただきた
いと思います。


